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施設の南東側、つ
つじから外に出た
所は、東屋もある
芝生広場でした。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
「
百
年
に
一
度
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
災
害
が
日
本
各
地

に
猛
威
を
振
る
っ
た
一
年
で
も
あ
り
、
何
よ
り
日
本
中
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
当
法
人

に
お
き
ま
し
て
も
ご
利
用
者
様
や
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
要
で
あ

る
と
い
う
使
命
感
を
常
に
抱
き
、
今
後
も
徹
底
し
た
感
染
症
対
策
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
10
月
に
は
運
営
す
る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ク

ラ
メ
ン
」
が
開
設
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
利
用
者
様
及
び
ご
家
族
様
を
は
じ
め
、
地
域

の
皆
様
や
行
政
及
び
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で

あ
る
と
深
く
感
謝
い
た
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

介
護
現
場
に
目
を
向
け
る
と
、
社
会
の
高
齢
化
や
働
き
手
の
減
少
等

に
よ
り
、
運
営
に
お
い
て
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
や
ご
利
用
者
様
か
ら
愛
さ
れ
信
頼
さ

れ
る
法
人
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
や

各
事
業
所
の
改
善
、
職
員
の
働
き
方
の
改
革
を
行
い
、
職
場
環
境
の
向

上
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
ご
利
用
者
様
へ
の
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
津
川
市
に
お
い
て
も
第
8
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
る
年

で
あ
り
、
当
法
人
も
地
域
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
職
員
の
力
を
集
結
し
て
新
た
な
時
代

を
切
り
開
き
、
飛
躍
す
る
法
人
の
礎
を
築
く

一
年
に
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
方
の
尚
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
ご
厚
情
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
こ
の

一
年
間
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

花

田

美

晴

◇
清
流
の
国
ぎ
ふ
健
康
経
営
宣
言
企
業
登
録
事
業
所

◇
岐
阜
県
新
は
つ
ら
つ
職
場
づ
く
り
宣
言
登
録
事
業
所

◇
岐
阜
県
介
護
人
材
育
成
事
業
者
認
定
事
業
所
：
グ
レ
ー
ド
２

（
発
行
者
）
岐
阜
県
中
津
川
市
阿
木
２
８
１
１
の
1

社
会
福
祉
法
人

敬
愛
会

一生懸命育てた『カブ』大豊作！

今年は野菜が順調に成長し、
一生懸命育てたカブも
日に日に大きくなりました。
夏にはゴーヤや胡瓜も作り、玉

ねぎ、茄子、南瓜など、季節に応
じて他にも沢山実りました。

新米を収穫する頃として、11月
に恒例となっている「五平餅会
食」を今年も実施しました。
いつもは入所者の方と一緒に、

「あんたのは形がいい」「大きい
小さい」などの会話を楽し
みながら五平を握りますが、
今年は感染防止の為に業者
から取り寄せました。

特養の芝生広場が毎年
少しづつ、いつしか畑に
変って20年。“つつじ”
に入所された方が施設長
に許可をもらい、普段は
車椅子での生活ですが、
お尻で移動しながら毎日
一人でコツコツと整備。
今では立派な畑が庭に

広がっています。

それでも素焼きや甘辛いタレを付
けて焼くのは職員です。炭火を熾し
て焼き始めると、施設全体に五平餅
を焼く香ばしい香りが漂い、併設の
デイサービス利用者やグループホー
ムからも「俺らの昼飯も五平か？」
「こっちは今日は焼かんのか？」
「タレも作ったのか？」など、五平
餅あるあるが施設中に広がっていま
した。

＜特養3丁目行事＞
コロナ禍でも生活に彩りを！
10月19日、午後から手浴
とハンドケアを行いました。
入浴剤をお湯に混ぜた洗面器

の手浴は、見た目にも鮮やかなお湯で、
利用者の方に喜んでいただけました。
寒い日だったのでポカポカと温まり、

手浴が終わった方から順に、アロマやク
リームを使ってハンドケアを行いました。

五指から温泉気分いかが？
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花壇にも冬の気配が・・・

シクラメンでは、ベトナムから留学生として学びに来

ている「ホ・ヴァン・フォン」君に、実習中に習得すべ

き日本語能力の学習指導などをお願いしていますが、評

価試験に向けた会話や読解にも力を入れて、毎週末に３

時間程度の熱心な勉強会を実施しながら、実習生がレベ

ルに応じて合格できる様に支援しています。

試験は、実習生本人の技術習得を確認する為に行

われるものですが、一方では介護現場での業務や利

用者・職員とのコミュニケーション能力の向上にも

なり、介護される側の安心感にも繋がっています。

～技能実習生あれこれ話～ 実習評価試験

シクラメンヘルパーセンター シクラメン地域交流センター

敬愛の心・地域に愛され地域と共に ～真心をこめた優しい福祉サービス～

特別養護老人ホームシクラメン（ショートステイシクラメン）
居宅介護支援事業所シクラメン

シクラメン地域包括支援センター
デイサービスセンターシクラメン
グループホームしくらめん

デイサービスセンター飯地シクラメン（サテライト）

デイサービスセンター大井シクラメン
ショートステイ大井シクラメン

≪直通0573-63-3252≫

≪〒509-7321 中津川市阿木2811-1 代表 0573-63-3232 ≫

≪〒509-8232 恵那市飯地町字中下１６５－８≫

≪直通0573-63-3202≫

≪直通0573-63-3202≫

≪直通0573-63-3234≫ ≪専用090-6807-9706≫

http://www.cyclamen.or.jp/

フォン君

飯地町の人口は約650人、山
間地で高齢化率45％に達してい
ます。恵那市街地からはカーブ
の多い急峻な道路で３０分程度
かかります。最近は道路も整備
されつつある八百津町方面へ、
買い物などに出かける地元の方
も多いと聞いています。

技能実習評価試験とは、技能実習に必要な
日本語能力試験とは別に、技能等の修得等
の程度を測るために実施されるもので、技
能実習の目標は省令で指定する試験に合格
することとされていて、在留資格の変更又
は取得、技能実習第２号や第３号修了時に
受検が必要となっています。

介護の技能実習では、実習が始まって７～８か月目
あたりで介護技能実習評価試験（初級試験）があり、
24ヶ月以上で専門級試験があります。
試験には実技と学科があり、技能実習生が勤務して

いる事業所や施設で、外部から派遣された試験評価者
の立会で、試験時間が各60分で行われます。 介護実技の指導については、当

法人の職員の中に介護技能実習評

価試験における「試験評価者」の

資格を持った者が担っています。

他の施設で評価試験を実施し

た際の経験を活かしながら、普段

の業務においても利用者の方が安

心して身を委ねてていただける介護の習得を目指

して、日々の実践も含めて丁寧に

指導しています。

現在就業している3名の実習生も、

順次合格することができました。

施設外観
そんな飯地町で、大井シクラメンの

出張型として、地元の民家を利用した
デイサービスを行っています。
送迎車に長時間揺られることなく、

少人数の方が、座敷で家庭的な雰囲気
そのままに過ごしていただき、必要な
方には介助付きの入浴もあり、のんび
りと１日を過ごしていただいています。

恵那市飯地町で
「のんびりデイサービス」

す

い
つ
も
の
春
や
秋

に
は
、
ご
家
族
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
花
壇
の
手
入

れ
を
し
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
が
面
会
者
や
外
来

者
の
規
制
を
し
て
い
る
た
め
、
今
年

の
秋
は
職
員
だ
け
で
整
備
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「試験評価者」
特養介護主任
野崎秀弥

い
つ
も
は
、
手
慣
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
上
手
に
植
え
て
下
さ

る
の
で
す
が
、
今
年
は

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ク
ラ
メ
ン
の
出
入
口
で
看
板

の
下
に
あ
る
花
壇
な
の
で
、
普
段

は
車
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
場
所

で
す
が
、
植
え
た
「
葉
牡
丹
」
や

「
パ
ン
ジ
ー
」
が
訪
れ
る
方
の
和

み
に
な
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援

と
、
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
」
。
私
た
ち
の
高
齢
者
施
設
も
感
染
対
策
に
明
け

暮
れ
た
年
と
な
り
、
入
所
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
の
外
出
行
事
の
中
止
や
ご
家
族
の

面
会
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
、
き
っ
と
辛
い
思
い
を
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
禍
」
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
し
ま
っ
て
は
光
明
が
見
え
て
来
ま
せ
ん
。
地
域
の
介

護
を
担
う
事
業
者
と
し
て
、
思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
、
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
皆
様

か
ら
よ
り
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
一
歩
づ
つ
で
も
前
向
き

に
、
そ
し
て
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
一
年
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
「
丑
」
年
。
歩
は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
と
共
生
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
ま
す
の

で
、
更
な
る
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

シ
ク
ラ
メ
ン

施
設
長

今

井

正

子

「
新
し
い
年
に
願
い
を
込
め
て
・
・
」

≪〒509-7201 恵那市大井町神徳1002-3≫
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